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まめ知識

ま
め
知
識

新し
ん
ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

高
崎
が
誇
る
境
涯
の
俳
人
・
村
上
鬼
城

妊
婦
へ
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

谷た
に
が
わ川 

留る
み
こ

美
子

（
超
党
派
の
会
）

小
学
校
の
早
朝
開
門

合

同

墓

新

設

●ペアレントメンター 発達に特性のある子どもを育てた経験を持つ保護者が、相談者である保護者の不安や孤立感の軽減を目的と
した、保護者同士の共感的立場から子育てを支援するもの。

●日本語指導
　スーパーバイザー

学校を巡回し、児童・生徒への日本語指導や担任等への日本語指導の在り方の助言を行う県の事業。高崎市
には１人配置されている。

●言語指導者 支援が必要な児童・生徒に対し日本語指導や学習支援などの派遣を行う市独自の事業。現在、29人の言語指
導者により11か国語に対応している。

●ＲＳウイルス
呼吸器系に感染するウイルスで、感染力が強い。生後６カ月未満の乳児が感染すると重症化することが
あるため、生まれてくる子の予防を目的に、妊娠28週から37週に至るまでの妊婦を対象として、ＲＳウ
イルスワクチン接種が令和８年度から定期接種となる。

●燻蒸 害虫駆除やカビ防止、殺菌を目的として、専用の薬剤をガス状にして対象物に浸透させる方法。

質
問　
生
誕
１
６
０
年
を
迎
え
た

村
上
鬼
城
の
価
値
を
今
後
ど
の
よ

う
に
広
め
る
考
え
か
。
ま
た
、
貴

重
な
資
料
の
保
管
方
法
や
記
念
館

へ
の
分
か
り
や
す
い
道
案
内
は
。

答
弁　
生
誕
１
６
０
年
を
き
っ
か

け
と
し
た
事
業
を
継
続
す
る
こ
と

で
俳
句
文
化
の
振
興
に
努
め
た
い
。

ま
た
、
資
料
は
状
態
に
よ
り
燻く

ん
じ
ょ
う蒸

を
行
い
、
適
切
に
管
理
し
て
い
く
。

記
念
館
へ
の
道
案
内
は
、
道
路
が

狭
く
複
雑
な
た
め
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
方
法
を
検
討
し
た
い
。

質
問　
令
和
８
年
度
よ
り
定
期
接

種
と
な
る
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
事
業
の
具
体
的
な
実
施

方
法
と
財
源
は
。

答
弁　
国
の
情
報
を
注
視
し
つ
つ
、

今
後
郡
市
医
師
会
等
と
協
議
し
な

が
ら
勧
奨
や
接
種
方
法
等
の
検
討

を
進
め
る
。
財
源
は
、
定
期
接
種

の
実
施
主
体
で
あ
る
市
の
一
般
財

源
で
賄
わ
れ
る
が
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル

ス
は
Ａ
類
疾
病
に
分
類
さ
れ
る
た

め
、
接
種
費
用
の
９
割
程
度
が
地

方
交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
る
。

質
問　
本
市
に
お
け
る
農
業
の
将

来
像
と
農
地
利
用
の
方
針
を
示
す

地
域
計
画
の
策
定
状
況
は
。

答
弁　
本
市
で
は
29
の
人
・
農
地

プ
ラ
ン
を
ベ
ー
ス
に
地
域
計
画
の

策
定
を
進
め
、
令
和
７
年
３
月
に

高
崎
地
域
８
つ
、
倉
渕
、
箕
郷
、

群
馬
、
榛
名
お
よ
び
吉
井
地
域
で

そ
れ
ぞ
れ
１
つ
、
合
計
13
の
地
域

計
画
を
策
定
し
た
。
１
回
目
の
協

議
の
場
を
８
月
か
ら
９
月
に
開
催

し
運
用
を
始
め
て
い
る
。

質
問　
地
域
計
画
に
お
け
る
、
地

域
内
の
農
業
を
担
う
者
の
構
成
は
。

答
弁　
本
市
の
地
域
計
画
で
は
、

地
域
内
の
農
業
を
担
う
者
は
５
１

９
経
営
体
あ
り
、
こ
の
う
ち
農
業

経
営
改
善
計
画
の
認
定
を
受
け
て

い
る
認
定
農
業
者
が
２
５
７
経
営

体
、
青
年
等
就
農
計
画
の
認
定
を

受
け
て
い
る
認
定
新
規
就
農
者
が

41
経
営
体
、
認
定
農
業
者
と
同
等

の
農
業
経
営
の
指
標
に
達
し
た
、

ま
た
は
達
す
る
見
込
み
の
あ
る
水

準
到
達
者
は
25
経
営
体
と
、
全
体

の
約
62
％
を
占
め
て
い
る
。

質
問　
一
時
保
護
さ
れ
た
子
ど
も

は
施
設
内
で
学
習
す
る
と
聞
く
。

一
時
保
護
中
の
学
習
の
状
況
、
支

援
体
制
、
ま
た
課
題
等
は
。

答
弁　
習
熟
度
や
理
解
度
に
応
じ
、

子
ど
も
を
３
つ
の
学
習
室
に
分
け
、

３
人
の
教
員
経
験
の
あ
る
学
習
指

導
員
が
教
科
書
や
プ
リ
ン
ト
を
中

心
に
学
習
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
プ
リ
ン
ト
学
習
中
心
の
た

め
、
本
市
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問　
発
達
に
特
性
の
あ
る
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
へ
の
支
援
と
し

て
、
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
の
活

用
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の

支
援
体
制
や
今
後
の
展
開
は
。

答
弁　
こ
ど
も
発
達
支
援
課
で
は
、

来
所
相
談
や
市
内
の
保
育
園
等
へ

の
巡
回
相
談
の
実
施
等
に
よ
り
、

適
切
な
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
関

係
機
関
へ
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
寄
り
添
い
な
が

ら
支
援
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、

今
後
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

質
問　
外
国
籍
や
海
外
か
ら
の
帰

国
な
ど
に
よ
り
、
日
本
語
指
導
が

必
要
な
児
童
・
生
徒
が
増
加
し
て

い
る
が
、
対
応
状
況
と
課
題
は
。

答
弁　
各
学
校
に
お
い
て
、
主
に

日
本
語
指
導
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

と
言
語
指
導
者
が
対
応
し
て
い
る
。

課
題
は
母
国
語
の
指
導
者
が
お
ら

ず
第
二
言
語
と
な
る
等
、
多
様
化

す
る
言
語
へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ

る
。
人
材
確
保
と
と
も
に
今
後
も

状
況
に
応
じ
た
対
応
に
努
め
た
い
。

質
問　
多
文
化
共
生
の
推
進
に
関

す
る
計
画
や
指
針
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
現
状
と
今
後
の
考
え
方
は
。

答
弁　
計
画
等
は
な
い
が
、
第
６

次
総
合
計
画
で
主
要
施
策
に
掲
げ
、

異
な
る
文
化
や
価
値
観
を
認
め
合

う
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
令
和
７

年
に
開
設
し
た
外
国
人
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
外
国
人
相
談
員
が
多

文
化
共
生
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な

役
割
を
担
う
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
も
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
多

文
化
共
生
社
会
の
構
築
に
努
め
る
。

質
問　
市
道
の
維
持
管
理
に
お
け

る
日
常
的
な
道
路
補
修
の
現
状
と
、

水
路
の
管
理
状
況
は
。

答
弁　
令
和
５
年
度
か
ら
穴
ぼ
こ

改
修
特
別
整
備
事
業
に
よ
り
集
中

的
に
道
路
補
修
を
実
施
し
て
い
る
。

適
切
な
補
修
方
法
を
選
定
の
上
、

土
木
事
業
者
等
に
発
注
す
る
ほ
か
、

小
規
模
な
道
路
補
修
や
不
法
投
棄

物
の
回
収
処
分
、
水
路
の
し
ゅ
ん

せ
つ
等
に
つ
い
て
は
、
道
路
維
持

課
補
修
事
務
所
の
職
員
が
迅
速
な

対
応
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
高
崎
駅
西
口
駅
前
広
場
の

照
明
灯
は
半
分
近
く
が
消
え
た
状

態
で
あ
る
。
改
善
す
る
考
え
は
。

答
弁　
大
型
照
明
灯
は
、
本
市
が

平
成
２
年
に
２
基
設
置
し
維
持
管

理
し
て
い
る
。
北
側
の
照
明
灯
の

一
部
が
点
灯
し
て
い
な
い
状
況
を

確
認
し
て
い
る
が
、
照
明
灯
の
昇

降
設
備
が
動
作
せ
ず
器
具
が
降
下

し
な
い
た
め
、
現
在
原
因
等
を
調

査
し
て
い
る
。
改
善
に
つ
な
が
る

対
策
を
財
政
状
況
等
も
踏
ま
え
研

究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
小
学
校
の
早
朝
開
門
は
、

校
務
員
や
教
職
員
の
負
担
な
く
子

ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
な

ど
地
域
の
見
守
り
員
の
活
用
が
有

効
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
人
材

を
採
用
し
配
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　
現
在
各
学
校
で
は
、
始
業

ま
で
の
間
、
先
生
方
が
必
ず
し
も

見
守
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

見
守
り
員
も
配
置
し
て
い
な
い
。

本
施
策
は
、
こ
れ
ま
で
の
始
業
前

の
過
ご
し
方
と
同
様
な
た
め
、
見

守
り
員
を
配
置
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問　
合
同
墓
の
必
要
性
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
墓
地
継
承
へ
の
不
安
解
決
の

た
め
、
合
同
墓
の
整
備
を
今
後
具

体
的
に
進
め
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
墓
所
形
態
を
研

究
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

あ
り
、
引
き
続
き
慎
重
な
市
民
ニ

ー
ズ
の
把
握
が
必
要
と
認
識
し
て

い
る
。
墓
所
整
備
は
、
県
内
外
の

事
例
を
参
考
に
今
後
も
適
切
な
施

設
の
在
り
方
を
調
査
研
究
し
た
い
。

質
問　
本
市
に
お
い
て
熊
が
出
没

し
た
際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
本
市
で
出
没
し
た
熊
は
、

市
と
猟
友
会
で
組
織
す
る
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
で
対
応
し
て
い
る
。

目
撃
現
場
を
確
認
し
、
現
場
に
熊

の
姿
が
な
い
場
合
で
も
、
目
撃
情

報
や
現
場
確
認
の
結
果
に
基
づ
き
、

安
心
ほ
っ
と
メ
ー
ル
の
配
信
や
、

ス
ピ
ー
カ
ー
車
、
防
災
無
線
に
よ

る
市
民
へ
の
注
意
喚
起
、
地
元
区

長
や
教
育
機
関
へ
連
絡
を
行
う
。

ま
た
、
周
辺
の
被
害
状
況
や
痕
跡

に
応
じ
て
箱
わ
な
を
設
置
し
て
捕

獲
を
試
み
る
。
現
場
に
熊
が
い
る

場
合
に
は
、
市
民
へ
の
注
意
喚
起

や
安
全
へ
の
配
慮
と
と
も
に
、
音

を
鳴
ら
す
な
ど
し
て
追
い
込
み
を

試
み
、
追
い
払
い
が
出
来
な
い
場

合
に
は
、
周
辺
の
状
況
を
確
認
し
、

猟
銃
や
麻
酔
銃
に
よ
る
捕
獲
を
検

討
す
る
な
ど
、
い
ず
れ
の
場
合
も

市
民
の
安
全
を
最
優
先
に
考
慮
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
応

を
し
て
い
る
。

質
問　
農
地
の
有
効
利
用
に
は
、

貸
し
手
と
借
り
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
重
要
だ
が
、
本
市
の
取
り
組
み

は
。
ま
た
、
集
落
営
農
組
合
等
へ

の
農
業
機
械
更
新
の
支
援
策
は
。

答
弁　
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、
地
域
計

画
の
協
議
の
場
で
の
話
し
合
い
が

効
果
的
で
あ
り
、
今
後
も
機
会
の

創
出
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
農

業
機
械
の
更
新
に
対
す
る
国
や
県

の
補
助
は
な
い
が
、
本
市
で
は
公

社
を
通
じ
、
集
落
営
農
組
織
等
を

対
象
に
補
助
率
３
分
の
１
、
２
０

０
万
円
を
上
限
に
支
援
し
て
い
る
。

質
問　
入
居
率
の
低
い
市
営
住
宅

は
、
共
益
費
の
負
担
が
増
加
傾
向

だ
が
、
助
成
の
考
え
は
。
ま
た
、

入
居
ル
ー
ル
緩
和
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
助
成
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
共
益
費
が
一
般
家
庭
と
比
べ
大

き
い
か
な
ど
を
見
極
め
、
他
自
治

体
を
参
考
に
研
究
し
た
い
。
ま
た
、

入
居
ル
ー
ル
は
、
令
和
３
年
に
連

帯
保
証
人
の
要
件
を
撤
廃
し
た
。

入
居
希
望
を
妨
げ
ず
入
居
率
が
向

上
す
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

大お
お
か
わ
ら

河
原 

吉よ
し
あ
き明

（
新
風
会
）

本
市
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
対
策

長お
さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
新
風
会
）

本
市
の
農
業
振
興

本

市

の

市

営

住

宅

青あ
お
き木 

和か
ず
や也

（
新
風
会
）

本
市
に
お
け
る
農
業
振
興

丸ま
る
や
ま山 

　
覚さ

と
る

（
公
明
党
）

児
童
相
談
所
に
お
け
る
支
援
体
制

三み
つ
い井 

暢の
ぶ
ひ
で秀

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

多

文

化

共

生

荒あ
ら
き木 

征せ
い
じ二

（
た
か
さ
き
未
来
）

市
道
の
維
持
管
理


